
はじめに
かんしょ栽培におけるマルチフィルム（以下「マ

ルチ」という）の使用は、雑草の防除や地温の保持

などの効果により生育の安定に役立ちます。一方

で、収穫時のマルチの剥ぎ取り作業は人力で行われ

ていることが多く、規模の拡大や農家の高齢化に伴

い、作業負担はさらに大きくなり、作業の省力化が

望まれています。生分解性マルチは圃
ほ

場
じょう

にすき込

むことで、土壌中の微生物により分解されることか

ら、剥ぎ取り作業が不要で、収穫時の作業量の低減

に有効です。鹿児島県経済農業協同組合連合会では、

JAグループで初めて独自に生分解性マルチを開発

し、鹿児島県の基幹作物であるかんしょを中心に普

及を進めています。本稿ではこの生分解性マルチを

用いたかんしょ栽培の省力化の取り組みについて紹

介します。

１．開発の経緯
〜奥さんの負担を軽くするために〜
今回開発した生分解性マルチ「あいさいマルチ」

の名前には「愛する妻」と「愛する野菜」の２つの

意味が込められています（写真１）。かんしょ栽培

では一般的に１月ごろから育苗作業が始まり、春先

から初夏にかけて植え付けが行われ、秋から12月

上旬ごろにかけて収穫が行われます（図１）１）。慣

行の収穫作業ではまず茎葉処理（地上部のつるを切

ること）を行い、マルチフィルムの除去作業、いも

の掘り取りと続きます。昔から多くのかんしょ農家

では、旦那さんが茎葉処理を行い、奥さんが後ろか

らついていきながら、マルチの剥ぎ取り作業を行う

のが一般的でしたが、茎葉処理のペースに合わせて

マルチを剥ぎ取り土を落としていくのは重労働であ

る上、マルチをたたんで処理場まで持っていく作業

なども発生します。また、茎葉処理の際にマルチに
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【要約】
　生分解性マルチフィルムは、圃場にすき込むことで分解され、収穫時の剥ぎ取り作業が不要なことから
省力化につながり、年々利用が拡大しています。鹿児島県経済農業協同組合連合会では独自に生分解性マ
ルチフィルムを開発し、かんしょを中心に普及を進めています。
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写真１　今回開発した生分解性マルチ



切り込みを入れてしまうと、途中でマルチが破ける

ことによりさらに作業負担が増してしまうことか

ら、旦那さんは慎重に作業を進めていかなければな

らず、作業効率が落ちてしまいます。このような労

力の削減を望む声に応えて、平成20年ごろから生

分解性マルチの開発に取り組み、奥さんの作業負担

を軽くするとともに、愛する野菜がすくすくと育つ

ことに期待を込めて、あいさいマルチと名付けまし

た。

〜農家とともに開発〜
当初は既存の生分解性マルチの活用も検討しまし

たが、一般の非生分解性マルチ（以下「通常マルチ」

という）より高価であることに加え、鹿児島県に広

く分布するシラス台地（火山灰噴出物などが堆積し

た台地で保水性に乏しく、乾燥に強いかんしょの栽

培に向いている）などでは分解が遅いなど、より使

い勝手の良い素材、製品を求める声があったことか

ら、独自に開発を進めることになりました。地元の

農家、農協、資材メーカー、行政機関などと相談し

ながら栽培試験を重ねることで、４年ほど前によう

やく求める品質のものが完成し、徐々に受注も増え

ています。

〜廃プラスチック処理費用の高騰で高まる
需要〜
販売の拡大には、廃プラスチックの輸出規制によ

るマルチ処理費用の高騰も背景にあるとみられま

す。以前は海外に資源として輸出されるなどして処

理されていた廃プラスチックですが、主要な輸出先

であった中国が平成29年末に輸入を禁止したこと

から、日本国内での処理費用が上昇しています。さ

らに、海洋プラスチックごみ問題が国際的な関心を

集める中、令和元年５月に「有害廃棄物の国境を越

える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条

約」（以下「バーゼル条約」という）の締約国会議

では、バーゼル条約の規制対象に汚れたプラスチッ

クごみを追加する改正が採択されるなど、今後の処

理費用のさらなる高騰につながる動きが見られてい

ます２）。通常マルチの価格優位性は、このような廃

棄処理コストの上昇を背景に低下しており、ますま

す生分解性マルチへの注目が高まりつつあることな

どから、その利用も拡大しています（図２）。なお、

今回開発したあいさいマルチは、環境への影響などに

ついても農家に安心して使用していただけるよう、グ

リーンプラ識別表示制度（生分解性の基準と、環境適

合性の審査基準を満たした商品に「グリーンプラ」の

マークと名称の使用を認める日本バイオプラスチック

協会が管理する制度）の認定を受けています。
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資料：農業用生分解性資材普及会
　注：�2012年、2014年、2016年は調査を実施していないため、前後

年の中間値。

図１　かんしょ栽培の作業時期

図２　生分解性マルチフィルムの利用状況（被覆面積）
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２．省力化の効果と使用上の 
留意点

〜作業の省力化と経営安定に向けて〜
かんしょの収穫にかかる時間は10アール当たり

20時間を超え、各種作業の中でも最も多くを占め

ています（図３）。生分解マルチを活用することで、

マルチの剥ぎ取りにかかる作業、その後の処理にか

かる作業の労働時間の削減が見込めます。

このため、余力を面積の拡大に充てることや、大

麦などの後作の圃場準備を適期に実施することによ

り収量の向上が期待できるなど、農家の経営の安定

につなげることができると考えています。

一方で、通常マルチに比べて高価な資材となるこ

とから、地元の工場で製造することにより流通経費

を削減する他、JAグループのプライベートブラン

ドとして広告費用などをカットすることにより、従

来の生分解性マルチと比較して価格を抑え、経営負

担の軽減を図っています。

〜使用上のポイント〜
生分解性マルチの使用に当たっては、いくつか留

意点があります。まず、通常マルチと比較すると縦

に裂けやすいため、マルチの展張作業時にテンショ

ンを緩めに調整する必要があります（写真２）。次に、

収穫後は、分解したマルチの他の圃場や周辺畜舎な

どへの飛散を防ぐために、すぐに複数回すき込みを

行う必要があります（写真３）。速やかにすき込み

を行うことで飛散を防ぐとともにマルチの分解が促

進され、圃場残さによる腐食の増加も進みます。ま

た、製品の特性上長期保管ができないため、保管状

態に注意するとともに、購入後は１年以内に使用す

る必要があります。

この他、地域などによって異なる使用上のポイン

トがあることから、各地域の農協と連携しながら、

動画による正しい使い方の講習会を開催しています。
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図３　原料用かんしょ（鹿児島）の作業別直接労働時間
作業 時間/10a

育苗 4.61 

耕起整地 4.46 

基肥 1.76 

定植 15.94 

追肥 0.19 

中耕除草 5.61 

管理 2.09 

防除 2.40 

収穫 23.10 

生産管理 0.15 

計 60.31 

資料：農林水産省「平成28年産工芸農作物等の生産費」

写真２　生分解性マルチの展張作業の様子（左）と展張後の圃場
（通常マルチより緩めに張ることがポイント）



おわりに
あいさいマルチの出荷量から推測する使用面積は

約330ヘクタールで、そのうち約300ヘクタール

をかんしょが占めています。かんしょ全体の作付面

積全体からの割合はまだ多くないものの、徐々に普

及が進みつつあります。かんしょでの実績を踏まえ、

サトウキビやサトイモなど他の作物向けの製品の開

発も行っています。サトウキビの例では、栽培の北

限地である種子島が降霜地帯に位置するため、マル

チ栽培が推奨されていますが、剥ぎ取りの労力を削

減することによる省力化やマルチ利用率の向上によ

る収量の増加が期待されています。サトイモの例で

は、収穫時の剥ぎ取り作業を懸念することなく、マ

ルチの上からしっかりと培土を行うことにより生育

の安定、収量の向上につながることが期待できるな

ど、収穫時の省力化のみならず、生分解性マルチの

特長を生かした栽培技術の構築に向けて検討を行っ

ています。生分解性マルチの活用が、かんしょを含

めた農家の皆さまの省力化の一助となり、経営の発

展につながることを期待しています。

〔鹿児島県経済農業協同組合連合会への取材を基に

農畜産業振興機構が構成〕
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写真３　収穫後の生分解性マルチのすき込みの様子


